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0まちづくりの方針A

私たちは「独自の歴史・文化を活かし、多様な交流と満足を生み出すまち」をめざします

基本施策A1 地域の個性を守り、活かし、伝えます

, AI-1 歴史文化遺産を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

・ AI-2 歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信します

・ AI-3 地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

次

0まちづくりの方針G

私たちは「未来を創る人を育み、だれもが学び、楽しみ続けられるまち」をめざしまず

基本施策G1 長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもを育みます

「確かな学力」の向上を図ります・GI-1

・ GI-2 健やかな心と体を育成します

・ GI-3 家庭・学校・地域の連携による教育の充実を図ります

・ GI-4 安全・安心に学べる教育環境を整備します

基本施策G2 だれもが生涯を通じていきいきと学べる社会をつくります

・ G2-1 学ぴの場と機会の充実を図ります

・ G2-2 能力や経験が社会に活かされる仕組みをつくります

基本施策G3 スポーツ・レクリエーションの振興を図ります

・ G3-1 スポーツ・レクリエーションをする場と機会の充実を図ります
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" G3-2 スボーツをみる機会の創出と競技者の支援を図ります

基本施策G4 芸術文化あふれる暮らしを創出します

・ G4-1 芸術文化に触れる機会を創出します

・G4-2 市民の自主的な芸術文化活動の活性化を図ります



第1章第4次教育振興基本計画策定につぃて

1 計画策定の趣旨

長崎市教育委員会では、教育基本法の改正に合わせ、平成18年12月に「長崎市教育振

興計画」を策定しました。

その後、平成25年6月には、教育を取り巻く社会の状況を踏まえ、国で第二期教育振興

基本計画が、平成26年2月には長崎県で第二期教育振興基本計画が策定されました。この

状況を考慮し、長崎市教育委員会では、「長崎市教育振興計画」の理念や基本的な考え方を

継承し、長崎市のまちづくりの方針である「長崎市第四次総合計画」の前期基本計画の教育

振興に関する分野を抽出した「第2次長崎市教育振興基本計画」を「長崎市教育振興計画」

の後継として平成26年2月に策定しました。平成28年3月には「長崎市第四次総合計画」

の前期基本計画から後期基本計画への変更に合わせ、後期基本計画の教育分野を基にした

「第3次長崎市教育振興基本計画」を策定し、教育活動の実践に努めてまいりました。

そしてこのたび、令和4年3月の「長崎市第玉次総合計画」の前期基本計画策定に合わせ、

長崎市の教育に関する成果や課題を整理し、教育行政を総合的かっ計画的に推進するため、

「第4次長崎市教育振興基本計画」を策定しました。

2 計画の位置づけ

本計画は、教育基本法第17条第1項に基づき策定された国の教育振興基本計画を参酌し、

長崎市第五次総合計画との整合性を図りながら、本市の教育振興のための施策に関する基

本計画として位置づけます。



3 計画の体系図

長崎市第五次総合計画前期基本計画
(令和4年度~令和7年度)

【国】教育振興基本計画

教育の振興に関する分野

【長崎市】教育方針
令和4年度~令和7年度

長崎市の教育は、学校・家庭・地域が一体となって、

長崎のまちを愛レ未来を担う子どもたちの育成をめざす

とともに、だれもが生涯を通じていきいきと学び、楽し

み続けられる社会の実現に努める。

とくに、本市がめざす将来の都市像「個性輝く世界都

市」、「希望あふれる人間都市」の実現に向け、長崎市独

自の歴史・文化を活かし、平和を求め、多様性を認め合

う、国際性豊か恋市民の育成に努める。

抽出

長崎市教育大綱

連動

参酌

くン
【長崎市】教育振興基本計画

第4次:令和4年度~令和7年度
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4 施策の体系図

(第五次総合計画前期基本計画における教育の振興に関する分野の抜粋)

C亘^
AI【歴史・文化遺産】

1 地域の個性を守り、

活かし、伝えます
、

GI【学校教育】

長崎のまちを愛し、

新たな時代を生き

抜く子どもを育み

ます

G3-1

スポーツをみる機会の創出と競技者のG3-2

支援を図のます

スポーツ・レクリエーションをする場

と機会の充実を図のます

G2 【社会教育】

ノ

だれもが生涯を通

じていきいきと学

べる社会をつくり

ます

Ad-1

個別施策

G4-1芸術文化に触れる機会を創出します

歴史文化に対する市民意識を高め、そAI-2

の魅力を発信します

歴史文化遺産を市民の誇りとして保

存・継承レ、有効活用を図ります

A下3 地域の景観や自然など個性を守り、み

がき、活かします

GI-1

G3 【スポーツ】

スボーツ・レクリ

エ^ションの^

興を図ります

GI-2 健やか姦心と体を育成します

市民の自主的な芸術文化活動の活性化G4-2

を図のます

GI-3寡庭・学校・地域の連携による教育の充

実を図り談す

「確かな学力」の向上を図のます

Gd-4 安全・安脚に学ぺる教育環境を整備し

ます

ノ

G4 【芸術文化】

芸術文化あふれる

暮らしを創出しま

す

゛J

学びの場と機会の充実を図りますG2-1

G2-2 能力や経験が社会に活かされる仕組

みをつくのます
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5 計画期間

計画期間は、長崎市第五次総合計画前期基本計画との整合性を確保するため、

画の計画期間とあわせて、令和4年度から令和7年度までの4年間とします。

H18

(2006)

H23

(2011)
H26

(2014)

第四次総合計画

勺期基本計画)

(H23年度

27年度)

教育振興計画

(H18年度~H25年度)

H28

(2016)

第四次総合計画

(後期基本計画)

(H28年度~

R03年度)

前期基本計

6 計画の進行管理

本計画に沿った各施策や事業については、 PDCAサイクルに基づき、計画的に実施し、

進捗状況にあたっては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条による点検・評

価を活用します。

R04

(2022)

第2'

教振

興本

計画

(H26年

度~H27

年度)

印7

(2025)

第五次総合計画

(前期基本計画)

(R叫年度~

R07年度)

第3次
教育振興基本計画

(H?8年度~

R船年度)

R船

(2026)

第4次

教育振興基本計画

(R叫年度~
R07年度)
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L

地域の個性を守り、活かし、伝えます
個別施策

^歴史文化を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります
AI-2 歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信します

^地域の景観や自然などの個性を守り、みがき、活かします

'

国際交流・国際理解の機会の充実を図ります

外国人住民力らしゃすいづくりを進めます

留学先としての質の向上を図り、魅力を高めます

本計画で定めた各種施策を達成するための具体的な
業計画を示した「実施計画」はこちら

'

.

^

^

'.

^

゛

、流のための都市機能を高め、

賑わいを創出し、観光まちづくりを進めます
'

^

■●
,

個別施策

A2-1 観光資源を磨き、魅力あるコンテンツを創造します

^戦略的な魅力発信と誘致活動を推進します
^交流のための都市機能を高め、安全安心・快適な滞在環境づくりを推進します
A2-4 観光・MICE関連産業を活性化します

▼

^

^
.

'

国際性を豊かにします
個別施策

A

A3-2

A3-3

回'回

.
回

青
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AI基本施策

2025年にめざす姿(なにが、どうなっている)

対殺

歴史文化遺産・景観・自然が

個性を守り、;、し、仁えす

1めざす姿を運成するための個別
AI-1 歴史文化遺産を市民の誇りとして偏字・継承し、有効活用を図ります

AI-2 歴史文化に対する市識をーめ、その魅力を発信します

AI-31也域のや自然などの個性を守り、みがき、活かします

意

かけがえのない個性として、

活かされ、伝えられている。

文化財の指定靭牛数[累計]

主要な歴史文化施設をれたことがある市民の割合

長崎の街並みや景観に誇りを感口る市民の割合

図

地域の中で大切に守られ、

成剰旨標

るSDGS

文化財課
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基準値

254件
(R2年團

66.5%

(Rユ年團

89.0%

(Rユ年鬪

,゛

国宝崇福青錨^門

目標値

257件
(R7年動

69.0%

(R7年鬪

900%

(R7年團

明治ヨ本の と天坤地方の潜状キリシタン

一
認''

"



個別施鯖

12025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)

歴史文イ

対急

1現状分、析と取組方針

を市民の誇りとして保存・継承し、有効活用を図ります

歴史文化遺産が

1 うまくいっている」 、

諏(山訂収ι●2つの世界遺産'豊録により、廃中ウ の機運が高まり、文化財の保存整備が進んでいる。

歴史が生んだ多様で多くの文化財がある。強み

●出島メッセ長崎'及ぴ西九州新幹線の開業により交流が拡大し、ユニークベニュー、など文化財の更なる活用
チヤンス

が見込まれる。

Ⅱ

隼2つの世界
^日本の亙撞革命霞製俄・翌鋼、這皿右
炭産剃、r長偽と天皐抽方の港伏キリシタン開温遊
巨」のこと.市は1つの弼市で2つの世界遠産
を有する雌一の自治体である.

適切に保存継承され、広く公開・活用が図られている。

まくしっていないこと、弱み、商威

文{謝の保存整備には多くの財源と技術者を要するため、保存整伽を行うべき物件のすべてに手できてい
ない。

文化財によっては活用方法が限定され、市民や来訪者のこーズと合致していないものがある。

老朽化により恒んだ文イヒ財が多い。

地域1こおける少子高齢化等により伝統芸能など無形の文イヒ財において後継者が不足している。
所有者の高齢化等により、文{ヒ財の保存整備が困覺となっているものがある。

誌4 τ
い凱にと

弱み

意 図

*出島メッセ長弱{参鮫P23}
*ユニークべ三ユー

歴史的建^'的空帥等で、・レセプ3,ヨンを
闘倦することで杯今憾や^る会堀

交・の指

多様で多くの文イ捌を適切に保選するため、指定等を推進します。
ユ立化の ・活用

洋館などの有形文化財、出島などの史跡及ぴ世界の栂成資産等を地域で継承していくため、保存整備を昔植的に
行うとともに、保存整備に係る知諏や技術を習得するための機会をつくります。
歴史文 の活用にあたっては、その特性・を活かしながら、広く民問と連携.協力し、より魅力的で効果的
な企回・運営等を進めます。

地域独自の伝統や文化を継承するため、後継者の成を支援し、伝統芸能など無形の文化財の保存を図ります。

文化財課



1鬨連するSDGS

1 する
■畏傭市文化財保疫条例

歴史文イ 想

長崎市歴史的風致維持向上計画

●個別保存活用計画

」復元整備計●史跡「出島和

画

4"●
風◆,

●出島条例

●国指定史跡「

活用計画

●世界旧産堆薦杏

●管理保全計画

■俸復・整働活用計

」保存

●包括的保存計画

景観。画.

化財眼銃柵 保存修理哉の 化財1日グラバ^



個別能蹄

12025年にめざす(なにが、どぅなっている)
対 怨

崎の歴史文化が

歴史文化に対する市民

'畏崎の歴史を学びたいという市民二ーズに応えるために 「ながさき歴史の学校'」を開講し、市民の学ぴのうまくいって
場を捉供できている。いること

倉 ネツトワーク会議、1こおいて、民問団体等との連携が図られている。

多くの歴史文化資料と情報の拠点となる博物館や資料館等がある。tみ

嬬日本全国で唯一、 1つの自治体内で2つの世界産、をもっ。
チヤンス

.インターネツトやSNS、の普及により、歴史文化の魅力や価値を人々や行政が発恒することが容易になっている.

Ⅱうまくいっていないこと弱み

効果的な情報発信や常設展示の見直しが→分でないため、歴史文化施設の入館者数が減少傾向にある。3まくいって
い凱にと

2つの世界遺産があるまちであることをはUめ、長の歴史文化を的にPRでキていない。

析と取組方針

(小島)

をめ、その魅力を発信します

跡

^P471

館

意

市民に学ぱれ、親しまれ、

①歴史交化 信・促造

歴史文化を学ぴ,親しむことができるよう、講座内客の充爽に心がけて「ながさき歴史の学椡を運営し
民閻の歴史研究団体等と迎携し、長鵠学の調査研究を推進します。
2つの世界過産があるまちとしての認知度を高め、世界価値の理解促進を図ります。
子どもから大人まで偏広い世代が楽しみながら、長崎の歴史文化を学風ことができる仕粗みをっくります。

②歴史立1ヒ施設における展示.公の

畏崎の歴史文化に触れる機会をっくり、理解促進を図るため、歴史文化博物館、歴史民俗資料館等において充実した
展示・公開を行います。

島玉'公開にあたっては、多を含む丁寧な案内衷示と情報提供に努めます。

図

国内外に発されている。

文化財課

1閲連するSDGS

1 る
●雁中力'fヒ基劇膏想

●長崎市歴史的風致維持向上計画
●世界
包括的

●個別保存管理整傭舌用'

*ながさき歴史の学校
長厨の塵史についτ、雄もが載襲に学べ、お互いに
敦え合うことができる学びの堀としτ平成27年皮1■
校U1長m学」「世雰避産11文化財」剛こ闘する踊
座を実掘ノている.

11

謂 '、
電伽

ながさき歴史

*長煉学ネットワーク会詔
長埼学珊究斯竃車覇局としτ大学、伺物鳳匿史研
究団体、長好県などにより構築されたネットワーク.
杏司体^迎挟と嬉催砧る長町学の^を目的とし
τも、私

* 2つ

* 5NS (参穀P16)

,
.



伺別施築

AI-3

12025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)

地域の

景観や自然など地域の個性が

や自然などの個性を守り、みがき、活かします

対卑

1現状分、析と取組
1 うまくいコていること、強み、チャス

●ながさきデザイン会議'のアドパイスにより、大規模建築物や工作物のデザインが向上し、良好なまちなみ
形成につながっている。

うまくぃっτ●景観専門監'の配固により、公共施設を中心に良好な景観づくりが進んでぃる。
いること゛び中・近景の夜景整備が進み、夜観の魅力向上に繋がっている。

●歴史的風致維持向上計画が国の認定を受け、東山手・南山手地区において、官民共同の歴史まちづく
りを策定した。

Ⅱ う宗くいっていないこと弱み、脅

●市民の景観に鬨する識醸成は一定図られているが、を要する場合がある。
の景観に闘する意識醸成は一定図られているが十分ではない。

となっている屋外広告物について一定改善はしているが、指導は継親していく"要がある。

5まくいっτ
いないこと

守られ、みがかれ、活かされている。

m 取組方針

1良好な観形成に係る助・

良好な景個形成に関して、景観法に基づく景観計画の適切な運用のため、霞条例や屋外広告物条例による助冒.指
を行います.

五沿共空問のデザイン向上

景故専門監やながさきデザイン会議などによる助言・ のほか、 観に関する研修を行います。また、 観
にした都市サインの適切な整備と維持を行うことで、 公共空問のデザイン向上を図ります。

@地域の向上

地域の自然や風土を活かしたまちの魅力向上と、「長崎独自の歴史や伝銃を反映した人々の営みと^となって形成さ
れた良好な市街地の いわゆる歴史的風致をみがき活かしていきます。

図

景観推進室

"

するSDGS

哩齢

する計

長崎市景観条例

艮崎市景観基本暑恒

長崎市景観計画

五゛

10

*ながさきデザイ'
公共節設及ぴ火般模な陞^が地域^
L北貿の鳳鳴観デザインとなるようを闘くた
刷肋有虚者1こよる^

長崎市歴史的風致維持向上計回

嫡港夜問景観向上基本計画

'エリアデザイン指針

長崎市広告物条例

*

公共施設の総合的なデザイン諭楚、研修や罷奥との
ワイールト勺^等を通じて良好な景個彫皮^する

を目^した助 盈
経験者.

喪問索観づくり中・



まちつくりの方針A

私たちは「独自の歴史・文化を活かし、',:Fな交流と満足を生み出すまち」をめざします

1 地域の個性を守り舌かし、伝えます

成果指標 蕃準値 目標値

600ρ00人
(R7年度)

文化財の指定等
件数
【累計】

主要な歴史文化
施設を訪れたこと
がある市民の割

254件
(R2年度)

指標の脱明

a度化財の指定等(国指定(朗宝など)・国選定文化財、 イヒ財、市指定文化財)
件数。

②件数が増えることで、保存すべきが高い文化財に対する技術的・財政的支援を
含む保措の推進が園られ、文化財の顕在化と効果的な雌持管理が可能となり、
適切に活用・継承されると考えられるため.

③年度末 件致を把捉する.
邑胆去3年問(H30~R2年度)で大きな増波はないが、今後指定となりうる文化財の
候補の状況から3件増を目榎とする.

①市内の主要な歴史文イヒ施設を訪れたことがある市民の割合憧史文化博物朗、歴史民
俗資料館、外海歴史民俗館、シーポルト記念館、サント・ドミンゴ敦会跡資料館、
島石炭資料館、島資料趣、 ω、島)塁生所鋳館)。

@癌史文イヒ施設を訪れる人が増えることで、歴史文化に対する市民の圏心が深まると考
えられるため。

③市 により^する.
邑親状を維持U 少」でも増加に転じるものとして、基準から毎年度0.5ポイント増を

目標とする。

①摂崎の街並みや景鏗に誇りを感じる市民の割合。
②市民が景観に跨りを持つことは、施衆の重要な成果であると考えられるため。
③市民意識瑪査により把握する。
④市民の9割が誇りを感じτいる状態を維持することを目標とする。

を市民のりとして保存・継承し、有効活用を図ます
目殺控 指標の脱明

①毎年爽施されている文イヒ財保存整備の件数。
②計画的に保存整儲を継続することにより、文化財がかけがえのないものとして大切に

守られていると考えられるため。
により把る。3

垂過去3年間の平均や今後の整足件数を勘案し、毎年度13件を目とする。
入場者數。

⑦入者が増えることで、国指定史跡出島和蘭商の活用が園られていると考えら
れるため。

③入場者実槙報告により把握する。
④過去の実編を勘案し、600.000人をとする。

^

長崎の街並みや
景叔に誇りを感じ
る市民の割合

個呂!施策 AI-1
成果指標

市内の文化財の1
年当たりの保存整
備件数侶1・1に
記の被投柵
を除く)

257件
恨7年度)

665%

侃2年閲
69.0%

(R7年度)

89.0%

択2年團

歴史文イ
基築値

出島の入坦者数

90.0%

恨7年度)

13件
恨2年團

459,147人
(R7麻度)

13件
(R7年度)



グラパー園の入
園者数

端島(軍誰島)の
上陸者数

769,218人
(R元年度)

上記以"の指足
等文化財を活用し
た市が所有する
有料施設入館者

①グラバー園の入園者数。
⑦入国者が増えることで、由指定垂要文化財であり、世界「明治日本の産業革命

の柵成資屋である旧グラパ^宅の活用が図られていると考えられるため.
、より^する。③入

邑過去の実霞を勘案し、 996ρ00人を する.

6滞島の上陸者数.
国指定史跡であり、世界「明治日本の産撰革命遺産」②上経者が増えることで、

ある端島の活用が図られていると考えられるため。の構成
③上踵者実績報告により把握する。
④過去の実績を勘案し、 259,000人を目標とする。
①指定等文イ堀を活用した市有する有料施設{須加玉々道英術館、旧香港上淘譲

行長崎支店記念館、ド・口神父記念館、中の茶屋、べっ甲工芸館、古写真資料館)
35,000人の入館考数。
恨シ年度)②入館者が増えることで、文イ鬪の活用が図られていると考えられるため0

③入館者 により^する.
邑^における入館者数の週去3年間の平により目標を設定する.

を高めその魅力 します
指標の脱明

6堤史文化悔物館、歴史民搭館、舛海歴史民俗資料館における入館者数0
2入館者が増加することで、歴史文佃」触れる機会の創出と理解促進にっながるととも
に、長崎の歴史文化に対する市民意識が向上し、国内外へ発侶することにより施設
の入館者数の増につながると考えられるため.

③対魚施設の実須報告により把握する。
④歴史文イ館は県、市、指定性埋省で設定する自根値、歴史民俗資料飽及び外海

歴史民俗館については過去3年問の実韻をもとに目標を設定する。
①歴史文イ朧詮優史文化博物館、シーボルト記念館、出剖で開催される講座及ぴ

ながさき歴史の学校の参加者数。
3.700人②歴史文化を効果的に発信できる請座への参加者数が増えることで、市民の歴史文化
(R7年度)に対する意微が高まると考えられるため.

③対魚施設の婁績報告により把握する。
邑^3年闘の実綴(特別講座を除く)によりを設定する0
①長崎にあるわの世界の両方を訪れたことがある市民の割合0
@床訪者数が増えることで、市民の世界に対する関心が高まっτし、ると考えられるため.55.9%

(R7年團③市民意識畑査により把握する.
する。④毎年度2%増を

や自然などのを守'みがき、
目榎値

124'935人
恨元年團

的6.000人
(R7年鬪

個吊"施策 AI-2
成果指標

259.000人
(R7年度)

32,719人
恨元年團

歴史文化物館
等の入館者数

歴史文化に対する市

歴史文化
加人数

404.659人
(Rラ譯度)

2つの世界を
訪れたことがある
市民の割合

個別^ AI-3
成果指標

長蛤の街並みや
観に誇りを感じ

る市民の割合

「自然やまちの景
に関する観光

客の潟足度

厘参

459,000人
恨7年團

3327人
(R元年度)

45.9%

(R2年島

地域の

89.0%

(R2年度)

897%

(R2年鬪

90.0%

択7年度)

活かします
指標の脱明

①長崎の街並みに誇りを感しる市民の抑恰.
②市民が景観に誇りを持つことは、施策の重要な成果であると考えられるため。

る。③市 しこより
する.総持することを4市民の9割が誇りを感じてい

自然やまちのに、「大変満足」、1やや溝足jした観光客の穿冶0
②良好脚ネ市倖牟扶#けでなく、観光の智点から評価することも重要であるため0
③謡光動向調査により把握する。
@令和7年度までに観光客の95%が満足する二とを目標とする。

95.0%

恨7年團



基本施策

た

長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く
子どもを育みます

'

個別施策

「確かな学力」の向上を図ります

^健やかな心と体を成します
^球庭・学校・地域の連携による教育の充実を図ります

安全・安心に学べる教環境を整備します

、

だれもが生涯を通じていきいきと学べる社会
をつくります
個別施策

^学ぴのと機会の充実を図ります
G2-2 能力や経験が社会に活かされる仕組みをつくります

基本施策

個別施策

^スポーツ・レクリエーションをする場と機会の充実を図ります
^スポーツをみる機会の創出と競技者の支援を図ります

基本施策

芸術文化あふれる暮らしを創出します
個別施策

'

回'.

.
回

スポーツ・レクリエーションの振興を図ります

芸術文化に触れる機会を創出します

^市民の自主的な芸術文化活動の活性化を図ります

基本計画で定めた各様施策を達成するための具体的な
事業計画を示した「実施計画」は」ちら

゛
一
、



長崎のまちを愛し、たア時代をき抜く
GI

子どを育みます

12025年度にめ、姿(なにが、どぅなっている)

80.0%

(R7年闘

対魚

1めざす姿を運成するための別施策
「確かな学力、」の向上を図ります

健やかな心と体を育成します

家庭・学校・地域の連携による教育の充実を図ります

を整備します安全・安心に学べる

子どもが

図

長崎のまちを愛する気持ちを持ち、変化に対応しながら、

新たな鬪tを強く生き抜く力を身に付けている。

成果指標

夢や目標を持っている小中学生の割合

長崎のまちゃ自分の住んでいる地域が好きだと思っている小
中学生の笥」合

地域の行車に参加している小中学生の割合

ICT、の活用によって、学習に取り組む意欲・
た小中学生の割合

学校教育課

するSDGS

B

基準値

フフ.6%

(R元年團

92.フ%
(R2年團

まつ

*確かな学力{参按P35}

* CT{^^&C0仙岬口h凶T肘ぽ^"
1参胆P24)

562%
(Rπ年闘

73.9%

(R2年團

目標値

82.6%

(R7年閲

典
風,,

95.2%

(R7年囿

61.2%
(R7年團



2025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)

膝かな学力、」の向上を図ります

対

1現状分、析と取組方針

子どもが

鼠

うまくいって
いること

全国、県、市の 分析に基づき、小3から中3までの7か年にわたり、個々の児童生徒の課題
に沿った学習指導を行っている。
教職員によるデジタル ICT、活用が進んでいる。

ALTの恵用散は充実しており、その活用により、英語を用いてコミュニーケーションをとる機会が増え、
英語力の向上につながっている。

すべての市立小学校で「長崎寺子屋事業、」を実施することで、学習支援の充実が図られている。
就掌援助の新入学用品費にっいて入学前支給を実施するなど、制度の充爽を図っている。

児童生徒に1人1台の学習者用コンピユータと高速通侶淵境力燮い、1CTを活用した教育が可能となっている。

慧 図

自ら学ぴ、自ら考え、判断して主体的に行動できる
麿かな学力」を身に付けている。

Ⅱ うまくいっていないこと、弱
1

結果が目値を下回っτいるものもあるため、その結果を分析し、改善へのプラン策定を各学校
で行っているが、プランを実践し成果にっなげる部分にういては全国学力学習状況胸査.の「学校質「●紙騎査.1
の結果が全国や県の数を下回っており、不十分である。

学校への学習支援サポーター'の役割等の周知が不十分であるため、教員が子どもたちの実態に合うように
効率よく学習支援サポーターを活用できていない.

うまくいって
いないこと

*創回訪問校
学校の範般、斑塊,徒の様于、動務
状^り、校長の^捻握
しん指脚艶を行うた捌こ教育丘小.中
学校及び窪峡商禦高樫を対謙に計動望こ訪鵡する学
校のこと.毎年10絞種度が対章となる.

*フロンティアG!GAスクール

1人1台学哲者用コンピユータの効乗的な活用にっい
て研究奥談する学校のこと4 市立小学校●校、市立
中学校識毛指^てし帰.

①学力向上にかかる学校訪 や研修会の実施
基礎的基本的な の臣点的なや 領に沿った授業改善が充実するよう、研究指定校、や計画訪問
校*への肪 や学力向上にかかる研修会を実施します。また、学力向上プうンを活用した教育爽践を行うよう各
学校への指導を徹底します。

11CT の的な活用

1人1台学習者用コンピユータをはUめ、 1CT機器の効果的な活用を図るために、各学校での教職員への研修を進
めていくとともにフロンティアGIGAスクール'での爽践を各学校に広めます。

の3

国際理解教の充実のため、「あじさいEna115h Dヨγ」や「あじさいEn創Shspeech contesU などのイベントやコ
ンテスト、国際交流体験を実施するとともに、 ALTの効果的な配置を行います。

学校教育課

*学習支援サボーター

授鍛等で哩話牛徒のを促すよう声かけをしたり、
宿劃専のまるつけを行う鳳学校の敦育活動モ支損
する地壊人材のこ紅

*研究指定校

偽こ冨づく教育悼捉の 実証のため
なる課霜につ心、τ、学皆は特 坦^

みならず人、 、安全教口毎を含めた
教育活動全般を逓しτ、理^研究及び授案実鍛を
中刷こ掘えr、実鷹的研究を行うた謝こ、■や県市
が指定する学校のこ4

*確かな^(0蛾門5)

*にτ僻酎m3獣1&Cα間朋^τκ向紋別
惨照P24)

子屋事業*

琵硬学力や学智習償が駅こついたテどもを青てるた
棚こ、すべて卯」惇抑口孔、て蔵課銀等を乳凋U地
域の特色や学按の興愈こ応Uτ地埋人材や火学生を
活足W"」学督覧担を晃庇するⅢ業のこと'

*全田学力学晋状況^
文糊斗学右tこよる学力や学電状溜こ劃するm立全
田全ての小学6年生と中学ヨ年生駈対垂に、田糖と
数・敗学の知諏力と^力の煽責、学校や児自
生徒^質悶虹脆臣的テ揃1る.



の充晃④長崎寺子

長子屋事業,の実施状況を確認するとともに、良好な活用例を紹介するなどして学習支援サポーターの活用の
充実を図ります。

⑤就学援助の実施
の保護者に対する就学援助を行います。経済格差に起因する学力の格差が生じないよう、経済的支援が必要な1

関連するSDGS

1関連する回等
育 画

{魯男 P193}

あじさいEn宮畍Speedl^伽t

、、1

尋 宅

〆

1人1台学晋岩用コンピユータの活用

*呈暗寺子



笥」竺11健やか加Dと体を成します

12025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)
対

1現状分、析と取組方針

子どもが

学校における図 1年問の平均貸出細数が増えたり、乳幼児向けの読み聞かせなどの事業が充実したりす
るなど、読臼,の推進が図られている。

各学校における体力向上アクシヨンプラン、の取組みから、柔軟性が高くなるなどの成果が出てきてぃる。
崎の宝発見.矧言学習'や日吉自然の家での宿泊学習、長崎商業高校での職樂講話等を通して、キャリア

教育の充実が図られている。

学校における「人権教育」随徳教育」により岬南牛徒1こ生命や人権を尊重しようとする心が育っている。
配慮が●要な児童生徒に対しては、障宙や特性に廠じた特別支援学級や' を設置し、充実した支
援を受けられるようにしている。

の継承」「斗Z和の発信」「平和の創造」の「3つの樹による新しい平和教育にっいて、すべての
学校で実践が図られた。

うまくいって

いること

図

長崎を愛し、やさしく、たくましく生きるための

豊かな心や体力を身に付けている。

碇務教育における平和敦育の更なる充実をめざして、「他者の意見を尊重しながら自分の言葉で平和を語り、
行動できる児童生徒の育脚を目的として作成した平和教育手引轡'に基づいた平和教育の浸透が、実践協
力校による授業公開にて、進めている段階のため十分ではない。

詞べ学習等での園告館利用や、学校司の授業への関わりにっいて、学校による煽磨善がある。
親子で絵本を読むことが子どもかな感性や心をみ、生涯にわたる習慣へつながることを周知する
取組みを、 4か月健診会場で実施しているが、受診者に時問的余裕がないこともあり、啓発が十分にできて
いない。

体力向上の取組みが^のものとなっている。また、組織的な取粗みとしてしていない。
子どもたちが牡会的・職業的自立に向けて、ふるさとの課翅などの解決を自分事として体験する場、体験し
たことを活かしたりするキャリアの場が、地域において不足している。

違いを認め、多様性を尊重する人権教育の推進が課距となっており、ジェンダー、平等や性の多様性の教育
はまだ広がりが不十分である。

担任一人では対象児童生徒に十分な支擢が困難と考えられる場合に配置する特吊岐援教

うまくいって
いないこと

学校教育課

*体力向上アクションプラン
新体カテ刃功^ の実翅"むじτ、

つなげ、制コ
^看田ることや、墨劫やえ火ーツに進んで恥朋む
兇m^の増加を目的とした各学捜ごとの^

*長捷の宝発見・
歴史や世界近R与を学習する活動を通しτ、

そのよさを興恩L,、ふるさと長りを持与長臼
が持つ世界的な価伯を発侶τきる児霞生徒の宵成を
自的とした学^と.

リ

の確保が難

*キヤリア敦育惨竪P154)

*平和敦育手弓悟
学校で早和栽を尖施す^こ参考となるよ制こ、そ
の基本方齢や 宅功.

*ジエンダー惨製P1の



↓1 沖

①新しい平和教育の推迪

師和教育手弓1'」に基づいた新しい平和教について、関係楓関や関係団体と連携を深めながら、さらに推進します。
の推進ユ

学校図宙館司告極的に授業に閲わり、読活動の質を高めることができるよう、市立図密館と連携して研修会や
訪問指導を行います。

就学前の子どもや産前期を含む両親に対しては、子どもの生涯ιLわたる読誓習慣へつながるよう絵本の活用などにつ
いて啓発舌動を行います。

③体力向上の取組み

各学校の体力向上アクションプラン'について再考し、肝価の低い子どもを高めるための取組みになるようにします。

④キャリアの推泡

Ⅲ学生まちづくりアイデアコンテスト、」や「中学生議会'」において,未来のまちづくりILついて考える場を設け、

小中学生もまちづくりの主投であるという識を育て、艮崎市版キャリア教育「長崎LOVERS育成プログラム、」
を推進します。

の推進5人

いUめの未然防止を含めて、違いを認め多様性をる人掩教育の推進を図ります。

ジェンダー'平等や性の多様性の教育については、報を収集し、その取組みを広げます。

⑥特呂伎損敦育の推巡
的二ーズを把握し、適切なと必要な支援を行います。幼児、児童生徒ヲー人ひとり

*中学生躍会
各市立中学筏から1名ずつが参如ιA 市血金躍
いUめ悶唾や来釆の長のまちづく'層の長題につい
て、価会形式で垂合いを行う宅ι、

卑ジエ^一ι0足P1田

18

するSDGS

1関連する

日

長崎市子ども読書活動推進計画

.

*長嫡LOVERS商成プログラム
長^まち(社会)を支える「郷浮」を筒てていくた
ぬ学校、原庭、地壊が^なっτ、児応・生徒に

ることによ概々な価値髄や生き
り、!昆全・生徒が材金的・自立1嗣"て

なる資貿・き肋や、慳昇的な掘点をもっτ地尊
を支える・胡力を身に付けるとともに、長崎のま
ちを愛する氣持ちと、モれを行麹二移す力を妥う霞育.

.
亀.

,

. ゛
'

.

亀

、

宿泊体験学習

A

骨

、
亀

体諦

*半羽^チ5 ι盤航P195)

*体力向上アクションプラン t参冊P195}
*吐^まちづくりアイデアコンテスト

長崎市円すべτの」哮校5・6年生を刻別こ裟ちづくり
のアイデアを LA ンテストを行うもの.作
品から優秀鋭酢品を量考U身表会で市倒こ規案
する

令■

.

レ
長

、

,

小学生喪ちづくりアイデアコンテスト



12025年 にめざす姿(なにが、どぅなっている)

家庭・学校・地域の連携による教育の充実を図ります

対

1現状分、析と取組方針

子どもが

うまくいって
いること

地域の青少年育成箇議会'!こ対し、地域における宵少年健全育成活動への支援を行うことで、地域の大人
の連携が進んでいる。

学校'公開の推進について、コロナ榔父前まではすべての小中学校で土曜授業を実施し、多くの保護者や地域
の方が学校を参観し、家庭や地域と学校との連携が進んでいる。

ファミリープログラム、やメディア研修会'等の実施により、学校と保護者との間でメヂイア利用につぃての
認識が深まり迎携が進んでいる.

幼保小連携、1こついては、中学校区を単位としたブロックごとの協謎を実施することで、関係する子どもた
ちについての情報交換が進んでいる。

家庭、学校、地域の連携によって健やかにっている。

狂 うまくいつていないこと、弱み、脅

地域の大人の連携については、宵少年健全育成活助に参加する会員の固定化や減少がみられ、活動が縮小し
ている。

●新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、地域と学校との交流機会が減少している。

各家庭におけるメディア使用のルールの有無について、保倭者と子どもたちの認識1、違いがあり、双方が十
分理解した上でのルール作りとはなっていないことが推察される。

うまくいうて
いないこと

意

*年育成僻^
地壊住震 τ、地榎ぐる嗣二よる少年
の健全育成及び、,哘・皐故訪止毛計西的かつ具体
■望こ抱進する社会敦痴鵠係局体.

卓ファミリープログラム
保裟者伺土が交流L,、子腎てについτの悩みゃ体験、
よりよし゛TA活弛なとを籍し合うなかで、

'」、子宵τ^A庭1」、仲侍づく1癒醒患"鄭」
する参加璽学召^フムのこ4保蛋者が熱ま符TA
研修会や学醍塾^ピの楓創^県の^
を劉允コ,ン庁^儲行櫛がオコグーつ厶老進行.

図

*メディア研悠会
PTAや学級憩綬会などで、保鼠者がユマホやゲーム、
イ^ーネ"屯どのメディア割朔につし、τのメ'hト・
デ"ノ州こついτ学ぶ研修会.

*幼儒」、巡携
、認定こど走母小学校、

会尋関係維髄'して慎熱交換や研倖埼を婁脚ム
子どもが幼稚田や保育所を卒応した債、小学校敦

剃こすること.

*ゲストティーチャー

自身が持つ専剛9な^ どもたち
に伝えるた捌こ、学校で実笠される授窯こ沼かれた地
鰔住民等一般市鳳

*あ・は・は

どの^育所、^当,皿0、学佼で^じ
ど宅J、、ちに呼びかし,ることで、 ども

たちが健や削こ可つことを'功^1,、、f長崎コ子の約
刺として示L庵毛功.「あ:あル、さ'コ・へんι二げA凄
よ剣「は:はやね・はやおき・高さごはAU Ⅱ=:はき
モ●そろえいいきもぢ」

成協議会における 活性化

胃少年脊成箇議会の活動を支援することで事業の活性化を図るとともに、活動事例発表会等を通して事業の積極的な
実施について働きかけを行います。

②学校と地域の 推進

学校と地域が^となって子どをを育むため、授業や催しに保護者や地域住民がゲストティーチャー.やポランティ
アとして関わる取組みなどにより、学校と地域の連携を図ります。

学校への理解と協力を深めるため、土曜授業を含めた学校公開を推進し、多くの保や地域住民に学校を参霞して
もらう場を増やします.

③学校と塚庭のの捲進

力の向上を図るため、ファミリープログラムを取り入れた子育て講座を充爽します。
インターネット上 や危険性から子どもを守るため、崎市PTA連含会と連携して、スマートフォン等の

い方のルールを定着させます。

19

推進④幼保小

中学校区を単位としたプロックごとの幼保小連携の取組みが進んでいることから、各プロックの取組みや「あ.は.
は遡動'」についても取組みの趣旨を胃媛圏してその継続・徹底を図ります。



1関連するSDGS

^.
風.,

1関連する計
艮嫡市教育振興基本計画

ファミリープログラム

・1
'毛9し曇τ 11

メディア研修会



個別施策

GI-4

12025年度にめざす (なにが、どうなっている)

安全・安心に学べる教

対歌

子どもが

現状分析と
ゞ^.,

1 コまくいつている」と、強み、チャンス

舎等 度調査を実施し、各学校の健全度を化することで、適切な詩期に改修・整備ができるよう

畏寿命化計画を策定している。

老朽化した学校の改築・大規模改造を。画的に実施しており、教 の改善が図られている。

普通教室及び理科室・音楽室等の一部の特別教室への空調設備の整倫を実施し、学境が改善している。

学校敷地に、している建築基準法に不適合なブロック塀等について、フェンスへの取り昔えなどの改修を
行い、安全性の向上が図られている。

うまくいって

し燭こと

を します

うまくいっτ

いないこと

21

安全・安0

学校の小規模化、が進んでおり、子どもたちが集団生活の中で活気に満ちた活動ができる学校規模を確保す
る必要がある。

保有する小中学校施設は、全体の約3割が築50年以上を経過しており、築40年以上の建物も含めると全体
の約半分を占め、老朽化が進んでいる。

外壁剥落や法面崩碧などの災害等被害に対する防災機能弸ヒが求められている。

^の地域において、団地開発やマンション建設などに伴う児童生徒数の増加により、教室不足が懸念され
る学校がある。

意

脅威

図

境で学んでいる。

・安心 の確保

長寿命イヒ計画に沿って各学校の改築や大規模改造を実施し、老朽{ヒ対策を推進します。

育環境の向上と施設の最適化を両立した取組みを推進します。

外壁改修や法面改良を画釣に実施し、安全安心な教育環境を確保します。
②学校規棋の週正化と

次代を担う子どもたちの教育効果をめるため、学校規模の適正化と適正配置を図ります。

施設課

閲するSDGS

設の長寿命イヒ三価

小学校・中学校における規模の適正化と滴〒配圖の基本方針

*^」、^化 *学校規槙の適正化
長箭県の定める学級田翻甚皐によ'」保詠,た学訳数 小規摂1ヒした学授について、通学区域の見直しや学
が、Ⅱ、学校で12から18学級、中学校四から1詳皿を 按の毓廃創●り、蛮まW畔校燃真^保をめざす

抄人少子化等劃望ましし こと'

生徒数が減少L,、下隈の学綏数を下回る学校規換と
なる状恐

する



40.0%

(R7年鬪

2025年にめざす姿(なにが、どうなっている)

もが生'を'
く Jます

対

めざす姿を達成るための個男1

学ぴの場と機会の充実を図ります

能力や経験が社会に活かされる仕組みをつくります

市民が

急

、、、

成果指標

自発的に学ぴに取り組んでいる市民の割合

図意

自ら学ぶとともに、学ぴを通して仲問づくり、

地域づくりを行っている。

生涯学習施設等の利用者数

学ぴを通して仲間づくり、地域づくりを行っている市民の割
^

^

べる社

閲連するSDGS

基率値

38.4%

(R元年劇

ユ,680千人
(H28~H30年度平均)

4・
、

風伽

33●%
(R元年脚

目標値

44.0%

(R7年鬪

ユ,即2干人
(R7年度)

尤
を



梱別施策

G2-1
゛

学ぴの場と機会の充実を図ります

2025年度にめざす姿(なにが、どうなっている)

対

市民が

現状分析と取組方針

うまくいコて
いること

公民館において、市民の関心がある多様な請座を開催することで、課雁解決のきっかけづくりや地域住民の
教養の向上、郷土愛の醸成が図られている。

科学館などの学習・体験施設において、見て触れて学習できるイベントの開催により、学ぴの環境、機会の
充実につながっている。

市民や地域に役立 としての市立図告館では、主催事業の開催に合わせた関迎書籍を紹介すること

で、貸出者数や貸出冊数の増加につながっている。

市が大学に運営委託している学生ボランティアシステム 1游学のまちdeやってみゅーで" Uーサポ"、」を
活用し、多くの長崎地域の大学生がボランティア活動により実社会で役立つ経験やスキルを学んでいる。

意 園

橡々な場所でい、交流するとともに、ライフステージに応じた

学習プログラムや現代的課題・地域課題などを学んでぃる。

うま(いうて
いないこと

公民館において、各翻盗座を行っているが、参加者が固定化している傾向がある。

科学館などの学習・体験施設におけるイベント内客にりがみられ、い分野での学びになっていない。

図轡館の利用者は増加しているものの、1 害の貸出数の増加に比べ、学生や若者向けの一般の貸出数が
延ぴていない現状から、若い世 が進行している傾向があると考えられる。

威

1市民の学習樋会の充婁

市民が気軽に集まれる学習機会の充実を図るとともに、新しい生活様式を踏まえたオンラインでの学習の機会の充実
を図ります。

科学縮や恐竜博物館などの学習・体験施設における、見て触れて学べる取組みにつぃて、内容の充実を図ります。

生涯にわたる読書習慣につなげるため、図轡館での読み聞かせ、図書の展示などの主催串業の充実を図ります。
巨岸生・若者へ

多槻な経験や交流を通じた学生の学ぴの充実を図るため、地域でのボランティアを希望する学生を支援します。
若者 したいアイデアや企回にチャレンジできる仕組み',くりに取り組みます.

生涯学習課

゛

するSDGS

11 、

*卦学のまちd色やうてみゅーで' Uーサr
ポランテ'7卦加^望する学生と地埴^ランラ、イア

供する団体妄つなぐ取岨み.長煽大学の
ポランティア堵動支霞rやってみゅーでス刎のa墾み

価称:゛サ杓とを、平成23年度から
しτ長師地域のえ大馴^τ翼嵐"てし喝.

"1す'

公民館講座 恐竜博物館常^遮

23

著考がチヤレンジできる仕組みづ
くり(ながさき若者会劉



能力や経験が社会に活かされる仕組みをつくります

2025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)

対

1現状分析と取組方針

市民が

魚

うまくいって

いること

公民館支援ボランティア'活動において、活動者自らが企画・運営した講座を実施することで、自身のモチベー
ションアップ、スキルアップにつながっている。

図ボランティアによる宵架の整理や図の修理、読み聞かせ活動を通して、より良い団轡饋圃堂につながっ
ている。

うまくいって

いないこと

図

学ぴを通して習得した能力や経験を、

地域の学習活動等に活かしている。

公民館支援ボランティア活動に対する関心を喚起させることが十分ではなく、登録者が固定化してぃる。
学習活助ボランティア登録後に活動できる機会が少ない。

1 ボランディアへの; の捉供

ボランティアへの関心を高めるため、活動内客の紹介を随時行うとともに、ボランティアのミ肋や経験が活かせる機
会の提供に努めます.

図曾ボランティアの活動を通じて、より良い読告をつくるため、地娩社会に貢献しようとする市民が活動できる
機会の提供に努めます。

1閲連するSDGS
Π

■齢

*公民朗支援京ランティア
公毘趣申婁をポラン丁イアとして支媛する者をい乱
公民曲ごとの竪紐制で、その活艶内宕は、d順座与
の受付及び案冉●公昆鮪,1t硝ける活醐こ係る受
謹考の^及ぴ安全確保倒鼻底^企轡及びその
楠助など.

飛ランティア

24



G3 スポーツ・クリエーションの振興を図ります

12025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)
対段

市民が

めざす姿を

スポーツ・レクリエーションをすると機会の充実を図ります

スポーツをみる機会の創出と競技者の支援を図ります

するための個別施策

運動・スポーツ実施率

意図

いつでも、どこでも、いつまでも

スポーツ・レクリエーションに親しんでいる。

市営スポーツ施設の利用者数

市民応援DAYの

成果指標

するSDGS

スポーツ振興課

件数

五電゙伽

基準値

38占%

(R元年闇

1,689,128人
(R死年朗

ユ,174件
(R元年鬪

目標値

65.0%

(R7年團

1,980.如7人
(R7年閲

之717件
(R 7年度)

市民体育・レクJIーション祭 ス京ーツ少年団活動



スポーツ・レクリエーションをする場と機会の充実を図ります

スポーツ振興課

2025年にめざす姿(なにが、どぅなっている)

対歌

市民が

現状分析と取組方針
'^^^ ^,

1 うまくいっていること、強

体を束ねている長スポーツ協会、との連携が図られている。

適切になされている。スポーツ施設
公共施設案内・予約システム'の適切な運用により、施設予約等の利便性が向上している。

*長偽市スポーツ苗金
長煽瓢コ謝るスポーツの昔及・担興棚^る田業
を行い、市^向上と儘哉増遡こ寄与サることを
目的として、加曽団体の育成彊イ比週総均麹こ関す
る事業やスポツ大会及ぴスポツ敦室の開催与ス
ポーツの密及、続技力向」ゴこ聞する迅撰なと竃奥貫
する公^

,^.,

うまくいって
いること

長崎新春駅伝大会

意 図

日頃から、スポーツやレクリエーションに親しんでいる。

*公共施設案内・予的システム
インターネ"、に按読さtl,、Jt、ノコンやユマートつオン、
携毎電踊等から、市内の公共施設{ユポーツ庫設、
文{ヒ応刷の空き状況の碇認や予約甲し込み
きるサーピユ.

3まくいコτ
い製にと

レクリエーション・スポーツ教至

イ制

令和π年度の市民意識調 1こよると、成人の週1回以上スポーツを実施している市民の割合は38.5%で、
日頃から運動やスポーツを実施している市民の割合は、依然として低い状況となっている。

スケートボードなどの新たな鰻技種目の流行等による市民のスポーツニーズの多棚ヒ1こ十分な対応がとれてい
ない。

!

直、 Ⅲ

①各

取組方針

団体等との

市民が気軽にスポーツやレクリエーションに親しめるように、各鰻技団体、長市スポーツ協会と連携し、スポーツ
イベントを推進します。

スポーツ少年団'及ぴスポーツ推進委、の活動を推進し、スポーツやレクリエーションへの関心をめる取組みを進

めます。

ユスポーツの整

●多捌七するスポーツニーズの把握に努め、血要かつ適翊なスボーツ環境の整備を進めます。

*スポーツ少年団
スポーツ活勧を主体としτ、野外レフJIーシ式^、

交誇活^生ざ棲な為動症通しτ
少年スポー少年の健全斉成を図五日本

ツクラプ.
*スポーツ推進委貞
地堺スポーツの推進のため、各柔の婁鰹に保る
運地^・ ・助目専を行羽 .

するSDGS

1 する

●¥

スポーツ基本計画

崎市スポーツ画

公共施設マネジメント推進計画

'ー

2
'



個別施策

G3-2 スポーツをみる機会の出と競技者の支援を図ります

2025年にめざす姿(なにが、どぅなっている)

対

1現状分,析と取組方針

市民が

1 うまくいっていること、強み、チャンス

長崎市をホームタウンとするプロサッカーチーム「V・ファーレン侵崎」との地域交流による応援機運を高うまくいって

いること める取組みなどの連携が図られている。

ラグビーワールドカップ2019日本大会において、スコットランド代表チームのキャンプを誘致し、市民と
強み

の交流を通してスコットランドラグビー協会との良好な鬨係を築くことができている。

令和2年に長市をホームタウンとするプロバスケットボールチーム「畏崎ヴェルカ」が誕生した。
(掬ジャパネソトホールディングスが長崎スタジアムシティプロジェクト'1こおいてスタジアムとアリチヤンス

ナのをすすめており、令和6年に完成予定である。

タジアムシティプロジエクト
{0掛P231

V・コアーレン長埼市毘砿按DAY

図

スポーツへの関心を高めるとともに、

全国大会において高い熊技力を発揮している。

3まくいって
いないこと

サツカー、バスケットボール以外のトップレベルの試合をみる機会が十分に捉供できていない。

平成26年度IL鬨催された伯国体では、長嫡県は総合順位1位となったが、次年度以降の総合成績が低迷
している(平成29年度が24位、平成30年度力1'41位、令和元年度が26崗。

1スポーツを通じた地比舌性化

長崎市をホームタウンとするプロスポーツチーム1こ対する市民の応援機運の醸成を図ります.
スポーツコミツシヨンと連携し、トップレベルのスポーツ大会や合宿の誘致を図ります。

②穀技者 の向上

各照技団体と迎携し、ジユニア

スポーツ振興課

11

するSDGS

1 する
スポーツ

長崎市スポー"

の向上に取り組みます。

*

2
"

●
■
●P



G4 芸、文ヒあふれる暮らしを卸

12025年度にめざす姿(なにが、どぅなっている)
対鼠

市民が

1めざす姿を 」施策るため

芸術文化に触れる機会を出します

市民の自主的な芸術文化活動の活性化を図ります

成果指標

芸術文化を鑑賞する市民の割合

芸術文化活動を行う市民の割合

慧

芸術文化を楽しみ、

しす

図

心豊かに生舌している。

するSDGS

文化振興課

日

11

晶準但

512%

(R元年劇

18.6%

恨元年崗

区,゛

目値

55.0%

(R7年脚

20.0%

(R7年脚



個別施策

G4-1

12025年度にめざす姿(なにが、どぅなってぃる)
対

市民が

芸術文化に触れる機会を創出します

現状分析と取組方針

々なジャンルのワークショップが増え、芸術文化に触れる機会が増えた。

コロナ禍の中、市民文化団体や市民演奏家等と連携を取って、新しい生活様式にあった方法でコンサート等
を実施することができた.

畏嫡ブリツクホールやチトセビアホールなど、新型コロナウィルス感染拡大予防ガイドラインを策定し、安
全に施殷を利用できるようにした。

うまくいっていないこと、弱

では、生の演奏を聴かせる機会が少なく、体験型の取組みも減ってぃる.
自主文イヒ事業'の若い世代の参加者が少ない。

長崎市公会堂の廃止や、長崎ブリックホールの経年劣化に伴う大規模修綱等により、市民が芸術文化に触れ
る機会が減少していることから、新たな文化施設の整備が求められている。

新型コロナウィルス感^により、^の事業が実施できないなど多大なが生じている。

うまくいって
いること

Ⅱ

うまくいって
い机にと

意 図

様々な芸術文化に身近に触れている。

脅威

皿取組方針

,市民がに芸術文化tこる機会の出

子どもや学校を対急とした牢業を継続して実施するとともに、子どもから大人まで幅広い市民 ・参加し、楽し
むことができる自主文化事業の充実を図ります。

子どもや親子にした事業を行うなど、子どもの頃から芸術文化に親しみ、楽しむことができる機会を拡大します。
オンライン開催や新しい生活様式での車樂実施などのノウハウを市民文化団体とも共有し、最終的にはコロナ禍以前
の状態に戻すことを目標に、新型コロナウィルス感染症対策を講じながら、市民が様々な芸術文化に触れる機会を創
出します。

②新たな文{ヒ施設のに向けた

新たな文イヒ施設の早期整備に向けて取り組みます。

1 するSDGS

文化振興課

胸員
■'4

U 臼

1 する計

亀■1

市民文イ踊

アクションプラン

*自主文
畏崎市が主催する互栃交化事軌

プラン

'ー

新たな文イヒ施設基本構想

音楽アウトリーチ



個別施集

G4-2 市民の自主的な芸術文化活の活性化を図ります

2025年にめざす姿(なにが、どうなっている)

対

1現状分析と取組方針

市民が

象

う事くいコて
いること

市民文化団体と連携し、市民の芸術文化活鋤の発表の機会を設け、個人や団体が自主的に芸術文イ嬬動を行
う機会を創出できている。

音楽、演劇、知踊、美術など榔々な分野の市民文化団体同士が共同して事業を行うなど、ジャンルを超えた
つながりができている。

市民文化団体等と連携し、子ども向けのプログラムを作るなど、音楽分野の普及1こ向けた新たな取組みを実
施している。

市民文イヒ団体や民問のアイデアを活かし、新しい形式の事業を実施している。

3まくいうて
いないこと

自主的な芸術文化活鋤を活発に行っている。

長崎市1絵堂の廃止に伴い、市民が芸術文イヒ活動を発表する場が減少している。

サポーターの新規登録が少なく、登録メンパーの高倒七により、ボランティアスタッフの登録者数が減少している。

高齢化により、担い手としての活動ができなくなる人が均える一方、人口減少により活動人口が少なくなる
中、新たな担い手の確保が難しくなっており、套術文化の担い手が不足している。

新型コロナウイルス感染症拡大により、市民文化団体等による芸術文化活動が制限されるなど多大な影響が

生じている.

意

脅厩

図

1市民参加・及 艮開

子だもや親子向け事業の充実や、参加者が少ない若者向けの事業を企画することで、芸術文イ嬬動を再開したり、新
たに始める人を増やします。

を活性化する取組みユ毘の自主的な

芸術文用ホームページ「ながさき文化のひろぱ」を活用した市民文化団体の紹介など 、団体同士の交流

につながる場の捉供などにより、市民活勧をより活剣ヒさせるとともに、芸術文イヒ活鋤に閲わる市民の増加につなげます。

部活動以外で芸術文{ヒ分野の全崗大会等に出場する子どもたちの釜術文化活動を奨励することで大人になっても芸衛
文イ七活勘を統ける市民を増やします。

ボランティアスタッフの,の魅力を高め、豊銀者数の増加に努めます。

にはコロナ禍以前の状態1こ戻すことを目に、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、警術文イ七活動を
行う市民や団体が活躍できる場を創出します。

文化振興課

1 するSDGS

白

関連する

市民文

アクションプラン

11

繍金

プラン
こども湊劇体験教室



私たちは

基本施策

成果指標

夢や自標を持って
いる小中学生の
割含

長酋のまちゃ自分
の住んでいる地娩
が好きだと思ってい
る」、中学生の割合

地規の行に参
加している小中学
生の割合

.

「未来を創る人をみ、だれもが学ぴ、しみ続けられるまち」をめざします

G1 長崎のまちを愛し、新たな時代を生き抜く子どもを育みます
目榎値 指標の説明

①全氏学力学習状況弱査で廖や目を持っている」と答えた小中学生の割合。
あり、市亦」、中学生の夢や希風こ対する傾向が分薪できると考えられるため。フ76% 82.6%

択元年度) ③ら提供される調査結果により把握する。択7年度)
4 から5ポイント増を目する。

説明

①学校評価報告'における「平和の大切さを感じ、その思いを発恨しようとレている」
と答えた小中学生の割合。

②市の小中学校すべτに胸査するものであり、児堂生徒の発遼段階に応じた平和学習
の成果を分析できると考えるため.

③学校から捉出される調査結果により把掘する.
恒^から3ポイント増を目標とする.
①全国学力学習状況調査で陣は好きだ」と答えた小中学生の割合。
@塗国調査て、あり、市d),」、中学生のこ対する意識を分析てぜると考えられるため.
③文部科学'から提供される籾査結果により把握する.
④基準値から5ポイント増を目する。

にTの活用によっ
τ、学晋ιこ取り組
む惹欲・態度が高
まつた小中学生の
割合

個
虜果指桓

全国学力学習状
況調査の本市平
均正答率と全田平
均正答率との建

県下一斉実施の
英鰭科礎学力
調査の本市平均点
と県平均点との差

927%

恨2年團

76.フ%

恨7年度)

562%
(R元年度)

95.2%

侃7年度)

739%

恨2年度)

①学校評価で「長崎のまちゃ自分の住んでいる地域が好きだ」と答えた小中学生の割恰.
②艮醇のまちを受する心を直接的に測ることがて逃るため。
@洛学校が実施する「アンケト」の結果により把握する.
④基準値からZ5ポイント増を目する.

GI-1 随かな学力」
基準値

612%
(R7年度)

厄壌国学力学習状況鼠晝で「地既の行事に参加しτいる」と答えた小中学生の割合。
②「長簡のまちを愛し、それを行勘に移す力を身に付ける」ためには、地鰻の行事に参

加しτ地域のよさや課題を体感することが必要であると考えるため。
③文部科学省から提供される佃査結果によ'する。
@基準値から5ポイント増を目する。

①自分がコンピユータ等を使う授業に進んで取り組んでいると答えた児童生徒の倒合。
②ICTの活用によって学習に取り組む窓欲・a腹の向上を図ることで新たな時代を生き

抜くために彪要な主憐り・協的な課題解決能力の育成1」つながると考えるため。
③「1d楓器等の活用状況調劃により把握する。
④基準価から約6ポイント増を目する.

の向上を園ります
指標の脱明

①全田学力学習状況調査の国諾、算数・数学の全項目の正答率の市平均と全国平均と
の差。

②全保屑査であり、市の小中学生の学力の傾向を分析できると考えられるため。
③文部科学省から提供される^結果1こより把握する。
④全国平均を卜励るrとをする。

①中学3年生が参加する英語科基礎学力調寳の市平均点と県平均点の差。
②基礎学力調査において、県の平均点を上回ることで、市の中学生の英語の実力が向

上したと考えられるため。
③市と県の平均点により把握する。
邑^均を基準値より+19点ヒ回ることを する.
I T 器の活用状況調査」でにTを活用した授業頻度につぃて、 「1訓ま毎日使っ
ている」 と筈えた小中学生の割冶.

80.0%
恨7年團

-13点
(R3年度)

授でICTをほぽ
毎白活用したと答
えた小中学生の
割合 ③ΠCT概器等の活用状況調劃により把握する。

@100%を目とする。

個別施策 GI-2 健やかな心と体を育成します
基準値 月榎値

15点
(R3年劇

05点
(R7年闘

平和の大切さを感
じ、その思いを発
信しようとしてい
る子どもの寒恰

8.4%

恨2年度)

19点
択7年團

読が好きな小
中学生の割合

100%
(R7年鬪

919%

(R2年度)

*

②1人1台コンピユ^等のICTを活用した授樂が日常的に実施されることで、「碓かな
学力」の向上につながると考えるため。

田と各学校の敦育毒^^
性を^こするたぬ^の樹こ岳づし、τき小・兵芋
校共^評価項目を設足t,、^τ、、る.

717%

(R元年團

953%
(R7年度)



全田体力・迎動
能力、迎動慣

05ポイント等調査における、 0.1ポイント
恨7年團市の体力合計点恨元年度)

と全国の体力合
計点との甍

個別施策 GI-3 家庭・学校・地域の
自

「学校支擢ボラン
ティア、」の人数

ており、自ら進んで学ぴに取り岨ん

スマートフォン等
の通信端末機の
使用について親
子でルールを決め
τいる小中学生
の割合

個別施策 GI-4
成果指極

市立小中学校に
おける長寿命化
改良事及び改

【累計1

市立小中学棧に
おける大規模改
造等実施校数
駅計]

2β78人
{H28 ~R2
年度平均)

こおける市の体力合計点と全国の体力合計点①全由体力・能力、
の差。

②全国調査であり、市の小中学生の体力の傾向を分析できると考えられるため。
③文部科学省から担供される調琶結果により把扱する.
@全国平均を05ポイント上回ることを自標とする。

による教の充実を図ります

2928人
択7年劇

67.0%

{R元年伺

明
など、地域ランテイア、豊下校の0服業のゲストティーチャーや学校

の方や保瑳者による学校支援の活動を行っている人材の数.
信学校支援ポランティアの人搬が増えるほど学校と保護者や地域の週携が進んでいくと

判断できるため.
③ f学校迎営1こ関する諸謁劃により把掘する。

の平均値を基準値とし、毎年10人ずつ増加する④週去5年闇(H28~R2年度)
する。ことを

①スマートフォン等の通信端末概の使用について、親子でフィルタリング'を設足したり、
使用ルー1しを決めたりしている1」、中学生の割合.

②市PTA連合会が独自のメディア弔加の共週しールを作成しており、学校や尿庭の取粗
みを遭めることが、社会全体でインターネット{、よる犯卵やトラプルから小中学生を守
ることにつながると考えられるため。

③携帯電話翆」用状況調査により把握する.
侮^値から年度ごと1こ&寸tイント上昇により6年問で18ポイント増を目する。

整備します安全・安心に学べ
目標価茎準値

85.0%

恨7年度)

自発的に学て"こ取
り組んでし、る市民
の割合

4校
恨7年劇

の説明

①市立4仲学校1こおける校吉や内迎動場の長寿剣敞良事禦及ぴ改築奉業^数0
②長寿命化計画に沿って、計圃的に長殉命化改良及び改築事梨を推進することに

よって、施設の安全性を保つ必要があるため.
③長殉命化改良事^び改^柴1■手する学校数により把握する。
④計画期問である令和4年度から令和7年鬪瑞いて、長寿命イ敞良事業、改築事樂の

いずれかに毎年1 手することとし、計4校の事巣着手を目標とする.

1市立小中学校における校吉や屋内運動場等の大規模改造及ぴ諸工事の実施校数.
計画的tこ大規信鮫舎等の老朽化が進んでおり、安全安心な教宵環境を確保するには、

摸改造及ぴ諸工事を行い、施設の安全性を保つ必要があるため。
①毎年実施する工事の実韻により把掩する。
④計画期問である令和4年度から令和7年度において、24校の実施を目とする。

24校
択7年朗

生涯学習施設等
の利用者数

の説明基準値
①自発的に学ぴtこ取り組んでいる市民の創合。
⑦割合が高まることで市民の学ぴへの

44.0%
でいると考えられるため。

択7年団
③市 によ'j把握する。
④令和元年度から毎年度1%ずつ増加させることを目榎とする.
6於民館、文化センター、日吉自然の家、市立図、利学館、恐竜博物館、,玉才ιあ

いセンター等の雫凋者数.
2β02千人@軍蝿者薮が増加することで、市民がより生涯学習に取り組んでいると考えられるため.
(R7年度)③年度末の実績1こより把掘する.

@人口減、コロナ禍のを考虚し、平成28年度から平成30年度の平均1こ恐竜博物
館の目」用者数を加えた人数を目標とする。

①自発的な学ぴが、仲問づくりや地域づくりにつながっている市民の割合.
⑦抑」合が高まることで学ぴを通して仲問づくり、地域づくりにつながっτいると考えられ

40.0%
るため.

侃7年度) 1こより^る。①市
'ーら毎年度1%ずコ増加させることを目する.

学びの場と機会の充実を園ります
基準値 目標値

14,034人
恨7年翻

38.4%

恨元年劇

学びを通して仲間
づくり、地域づく
りを行っている市
民の倒合

個別施策 G2-1

乙680千人
{H28~H30
年塵平均)

*フィルタリング
おを1こ朱症年看の逸法・有杏なウエプサイトへのアク
セスを観霞L,、安心しτ剰用する乎馳けをするサ
ピユのこと.

33.9%

(R元年劇

生涯学驚設等
の講座や教室の
参加者数

大型公民恕にお
ける夜問、土日、
休日に実箇する公
民館説座や教塞
の参加者数

32

88.646人
{H28~H30
年度平均)

*学粒支援ボランディア
授業のゲストティーチ中^校匪雪館のボランティ
ア、安下校の安全錯導等、地埋の方や保長者によ
る学校支根の活動を行コτし帰人材のこと.

88,646人
(Rフ年鬪

13,240人
(R元年團

①公民館、文化センター、日吉自然の家、市立館、科学舘、恐電博物館、ふれあい
センタ^での請座、教室、イベンMの参加者数けンライン講座への参加者も含める).

②参加者数が増加することで、社会教脊箱設等でより学習の振会が提供されていると考
えられるため。

6繹度末の実績1こより把握する。
@人口減、コロナ禍のを考し、平成28年度から平成30年度の平均を絶持するこ
とをとする。

①大型'昆館(中央、軍、西、南、北、滑石、香焼、外海、三糊における夜問、土日、
休日に実施する誘座や教量の参加者数。

②夜問、土日、休日において公民舘講座に参加している人数が増加することにより、市
民が偲軽に参加することができ、利便性の向上が図られていると考えられるため。

③年度末 1こより把握する。
④令和元年度から毎年度1%ずつ増加させることを目とする。



公民館で実施され
たオンライン餌座
の参加者数及び
動画配但窮座の
延べ視聴者数

6犲ンライン読座を実施可能な大型公民館{中央、巣、西、南、
オンライン講座^加者數及び動圃配信^の延べ視^。

②人数が増加することにより、市民が気軽に参加することができ、
れていると考えられるため.

15,力3人
恒繹度来 により^する。恨7年團
④平成2晦度から平脚0年度の大型ム、民館仲央、東、西、南、北、滑石)におけ
る早均受講者人数(42,863人)の20%侶,573心に、先行して動購座を行っ
ている公民館の令和2年度の実値を基に拝出した殿値 Pユ00人)を加えた人数を

る

①公民館、文化センターで開催された講座受講者からのアンケートによる酒足した人の
979% 98.0%

0

ユ為足度{,れぱ、よりが高い謂座を提供したと考えられるため.(RラE年團 択7年闘
により把握する.度末

侮概に痕水のため、基準値の終持をとする。
OUサポで、ボランティアに参加した学生の延べ人數.
②ボランティア参加者数が増加することで、学生が地域との交流を通して、 学ぶ機会が5,431人 5.431人

提供されてし、ると考えられるため。
(R元年劇(R7年島 3U.サ牙t により把^る.

4コロナ禍により、令和2年度に大幅1こ減少したため、基準値の維持をとする。
能力や経験が社会に活力、きれる仕組みをっくります゜

基準値 目値 指根の説明

①公民館支摂ボランティア、公民館自主学習グループ、科学朗サイェンスサボーター、
ファミリープ0グラムファシリテーター、図委ボランティア、いきいき地域連携挫イ七推
進サポーター、男女共同参ボランティア、りサポボランティアの延べ
支援者数及び公民館等で講師を勤めた地域の人材の延べ人數。8,058人

②支塑者数が増えることにより、経験や能力を地域の学習活動等により貫献したと考え恨7年劇
られるため。

③年度末の値により把握する。
'人0減、コロナ禍,考慮し、平成28年度から平成30年度の平均を維持するこ
とを目する.

.レクリエーションの振興を図ります
目 指標の説明

6)成kの迎1回1;ι,ヒ・スポーツ実施翠。
②健康で活力に満ちた長寿社会を実現するため、 ライフスタイルに応じた運動やスポー
ツのが●要であるため。

により^する。

公民館等で開催
される請座の参
加者のうち、満足
レた人の劃恰

地域でのポラン
ティア活動に参加
した学生数

②応募件数が増加することで、市民のスポーツへの関心が高まってぃると考えられるため。
③」リーグ及びBリーグへの招待事業の応募婁談の合計により把握する。
④令和元年度のV・ファーレン長崎のホームゲームへの招待時の件数2,174件傷
集件数1,200件、倍牢的1.81倍)に長崎ヴェルカ分の想定応募件数54ゞ件(集予
足件数300件XI.81)を合計した数値{2.717件}を目とする。

レクリエーシヨンをすと機会の充実を図ります
目 指標の説明

①市主催のスポーツ・レクリエーションイベントへの参加者数。
②参加者数が増えることによりうイフステージιこ応じたスポーツ. レクリエーシヨ'

の推進が図られていると考えられるため.
③各スポーツ・レワり工ーションイベン櫓加者を L杷握する.
4人口減少の影もあり、週去4年問(H29~R2年度まで)の参加者数は識少傾向に
あるなか、品も参加者数が多かった平成29年度実(15.148人)まで参加者数を
増加させることを目標とする.

個別施策 G2-2
成果指榎

@人口減少のもあり、過去4年問(H29~R2年度まで)の利用考散1ネ淵少傾向に
あるなか、も事」用者数が多かった平成30年{568.627人}まで利用者数を
増加させることをする.

地域の学習活動
等への支掘者数

基本施策

8,058人
(H28~H30
年度平均)

15.1相人
択7年劇

遅動・スポーツ実
施牢

G3 スポーツ

基準値

520,429人
(由坪度)

北、滑石)における

利便性の向上が図ら

市営スポーツ施設
の甲蝿者数

38占%

(腕年團

568.627人
侃7年脚

市民飯鍍OAYの
布募件数

65.0%

恨7年團

1.689.128人
(而譯團

個別1伍策 G3-1

1,980,如7人
恨7年劇

の「スポーツ基本計画」において、3人のうち2人が迎1回以上迎動やスボーツを実
施していることが、生涯スポーツ社会の実現が図られてぃる基準として示されてぃる
ため、 65.0%を目標とする.

2,174件
(R元年劇

各種スボーツ・レ
クリエーションイ
ベントへの参加者
数

①市しているスポーツ施設(学校施設を除く。)の年燭利用者数。
@坤」用者が増えることで、スポーツに親しむ厶の充実が図られてぃると考えられるた

め。

③各施股の利用者を集計し把趣する。
@人口減少のもあり、週去4年問(H29~艇年度まで)の利用者数は減少傾向に

あるなか、量も利用者敷が多かったH30年度実績(1,980.407人)まで翆」用者數を
増加させることを目する.

①」リーグ及びBリーグのホームタウンム^においτ、小中学生とそ ペアが招
{こ応募した件数。

①市立小・中・高等学校の体育施設の年問和蝿者数。
@卵^増えることで、スポーツ{こ親しむ根会の充実が図られてぃると考えられるため.
③各施設の利用者を計る.」

スポーツ・
俺

2.717件
択7年團

学校体育施設の
利用者數

14.799人
(町冒年鬪



プ0スポーツの応
におけるア

ンケートで、「今
後招待がなくても
観戦に行きたい」
と回答した市民の

G3-2 スポーツをみる
目標値

口

長嫡市スポーツ表
彰'の件数

61.0%

(R元年度)

基本施策

庇果指

創出と熊技者の支援を図ります
指標の脱明

ΦJリーグ及ぴBリーグの応援におけるアンケートで、「今後招待がなくてもに
行きたい」と回答した市民の割合。

②界恰が増えることでスボーツへの関尤、を高めるきっかけとなったと考えることができるため。
のアンケートにより把握する。

恒腿去のアンケート結果において、も割合が高かった早成3咋度の数値(82%)を
する。

①良朗市スボーツ表影の受賞件数。
ι傘岳★会卜なι0が増えることで、熊技力が狗上したと考えられるため.

⑤スポーツ特卸、スボー飢、スポーツ奨励の件搬を集計し把握する。
@過去4年問件数は減少偵向にあるため、過去3か年(H29~R元年度)の
件数の平均債伍7件)を目標とする.

52件
ι怖詳團

82.0%
(R7年度)

套術文化を
る市民の割合

G4

芸術文化活動を
行う市民の割合

67件
恨7年劇

指標の説明

①1年問に芸術文化を観賞したことのある市民の割合.
②豆術文化をした市民が増えることは、狂術文化あふれるらUこつながると考え550%

られるため.
恨7年團

●市 により把握する。
瞰値を^した平即9年度の数値(542兇を上回ることを目標とす乱

、

4

①1年脚こ芸術文イヒ活勤を行ったことのある市民の割合。
@麼術文行う市民が増えることは、芸術交化活勘が活発に行われ、 套術文化20.0%

あふれる暮らしにつながると考えられるため.恨7年度)
③市 こより把握する。
恒埴近彦 畷値を記録した平成29年度の数値Ⅱ9β知を上回ること る。

芸衛文化に触れる機会を創出します
基準値 自

512%

(怖許度)

個別施策 G4-1
成染指襟

目標伍

文化施設の利用
者数

18.6%

(町畔度)

34

自主文化事案の
参加・入場者数

指標の説明

①長崎二"ノツクホー1し、チトセピアホー1ι、、市昆会館文イ詠ールの年問利用者数。
②罰」用者が増えることで、晦接套術文化に触れる人が増えてぃると考えられるため。532,000人
③指定管理者へのモ=タリングによる各施設の年問荊蝿者数の集計により把握する.恨7年劇
④高丘7年問{H26~R2年劇も高い数値を記録した平成29年度の搬値(531.651
人)を上回ることを目とする.

①自主文イヒ事業等の年問塁加・入。
⑦市の文化事業をきっかけに、芸桁文化に触れる人が増えていると考えられるため。6,300人
③参加・入場者実績1こより把握する。択7年團
④直近7年間(H26~陀年團で最も高い数値を記録した平成28年度の数値 (6231
人)を上回ることを目とする.

①遠藤周作文拠宜の年問入館者数.
②入館者が増えることで、芸術交化に触れる人が増えていると考えられるため。25占00人
③コ、.館者 1こよ'る.

侃7年鬪
④適近7年問(H26~R2年團で最も高い数値を記録した平成30年度の数値 (253お

人)を上回ることを目標とする.

市民の自主的な套術文イ踊勤の活性化を図ります
基準値 値 指標の説明

①長皓市が市民文化団体等と共催する事業の年問参加.入坦者数。
の参加・入場者数が増えることで、 市民が主体的に行う套術文化が活

剣ヒしていると考えられるため.18.100人
侃7年翻 1こより把^る.

、

7年間(H26~R2年向 も高い数値を記録した平成27年度の数値(18.0854

を上回ることを自する。

①市と協力して自主文イヒ革棄を進めτいくボランティアスタッつ(プリックホールサポー
0

②費録者が増えることで、市民の蓑術文イ嬬勵が活発化していると考えられるため。100人
●年度募集時の登録者數により把握する。恨7年團

'問(トBO~R2年團は低下傾向で推移していることから、直近3年問を除く4

過去4年燭("26~H29年劇も高い数価を記録した平成29年度の数値(91人)
を上回ることを目標とする.

①市民文化団体の登録数。
②豊録団体が増えることで、市民の芸術文化活動が活発化していると考えられるため。296団体

{R7年團 偲麻度の日で築計し把握する。
@第四次総合画で目標値として掲けた296団体を目標とする.
①市が諦設している系術文化専用ホームベージ 1ながさき文化のひろぱ」の市民交流

掲示板の利用登録団体数。
②ホームページへの登録団体数が増えることで、市昆の芸術交化活動が活発化しτいる296団体

と考えられるため.
択7年動

6鄭度の日で集酎し把癌する。

④全和7年度に登録目標数としているすべての市民文化団体がホームページへ豊録する
ことを目標とする。

63人
{R2年團

494.433人
(H30年團

会術文化専用
ホームページ市民
交流掲示板の利
用登録団体数

遠護周作文学館
の入館者数

245団体
{R2年劇

4,667人
(H30年囿

*長蔚市ス京ーツ表彰
のスポーツの吾及発展に特に寄与したA及ぴ

スポーツで癌秀な成餌を段めた人に対する衷鳳虫
彰垣自としτは、「長節市スポーツ特別賞」、r長蜘

個呂!1施策 G4-2
成果指標

艮焔市が市民文
化団体等と共催す
る牢業の参加・λ
堀者數

25.323人
州30年鬪

23団体
(R3年10月
現剖

市スポーツ賞j、「長崎市体育功罰、f長崎市社
会体育優良司体貸」、「長市スポーツ奨動貸」が
ある゛

ボランティアス
タッフの登録者数

16.831人
(H30年側

市民文化団体の
登鋒数

芸
値


